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2023年 1月 27日 

 

報道関係各位 

 

バーチャルツイン・エクスペリエンスを活用して 
アセット・インテンシブ（資産集約型）産業の 

持続可能な変革を推進するために 
ダッソー・システムズと IBMが協力 

 
• 世界経済フォーラム（ダボス会議）の場で MoU（基本合意書）を
締結、両社の長年にわたるパートナーシップは今後も継続 

• ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE プラットフォームとバ
ーチャルツイン・エクスペリエンスを、IBM のアセット・マネジ
メント、 IoT プラットフォームならびに Environmental 
Intelligence Suite と組み合わせることで、アセットの刷新や運用
最適化のための実用的なインサイトとソリューションを提供、サ
ステナビリティに繋がる結果をより速く目指せるように 

• 本パートナーシップではインフラ産業、エネルギー産業、素材産
業、データセンター市場に注力 

 

※本リリースは、スイス・ダボスにて現地時間 2023年 1月 19日に発表したリリースの日本語参考訳です。 

 

ダッソー・システムズと IBM は本日、長年にわたる協業関係を今後も延長する MoU（基本合意

書）に署名したことを発表しました。アセット・インテンシブ・インダストリー（資産集約型産

業）が抱えるサステナビリティの課題に取り組むべく、両社のテクノロジーを組み合わせます。 

 

2022 年の調査1によると、エネルギー・資源産業の CEO の 58%が、最大の課題としてサステナ

ビリティを挙げていますが、同じく 51%が、サステナビリティは成長を促すビジネスチャンスと

捉えています。いっぽう、同じく 44%が、データからインサイト（洞察、気づき）が得られない

ことを課題と回答しています。 

 

今日の企業はエネルギー価格の高騰だけでなく、サプライチェーンや業務上の混乱にも直面して

います。これには地政学的状況、労働人口の高齢化、気候変動に起因するリスクなど、さまざま

な要因があります。こうした様々な課題に対処するには、新しいインフラの迅速かつ効率的な実

 
1 出典：IBV 2022 CEO - Energy & Resources insights 

 

https://www.3ds.com/newsroom/press-releases/dassault-systemes-and-ibm-collaborate-accelerate-sustainable-transformation-asset-intensive-industries-thanks-virtual-twin-experiences


装と同時に、既存のアセットの運用を最適化しつつライフサイクル（耐用年数）を延ばすことが

不可欠です。実用的でデータの裏付けを持つインサイトを活用できるようになることが、より安

全かつ効率的で、サステナビリティに対応したアセットへの転換をいち早く進めるための鍵とな

ります。  

 

企業が事業継続性と SDGs（持続可能な開発目標）の達成の双方を確実に進められるよう、ダッ

ソー・システムズと IBMの両社は、ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCEプラットフォーム

ならびにバーチャルツイン・エクスペリエンスと、IBM のソリューション群（アセット・マネジ

メント、リソース最適化、環境リスク管理、ESG ガバナンス）を結びつけることを決めました。 

 

コンサルティング会社やエンジニアリング会社といった組織は、既存のアセットの状態をより一

層理解できるようになり、その上でエネルギー供給網、風力発電所、空港、配水システム、交

通・移動手段、都市、データセンターなどを刷新し最適化するための、変革ロードマップを策定

できるようになります。 

 

アセットのバーチャルツイン・エクスペリエンスとは、データの裏付けによって進化し続ける

3D モデルです。アセットのバーチャルツイン・エクスペリエンスでは、現実の世界とそこでの

アセットの挙動を忠実かつ科学的に正確に再現できるため、現実の世界で実際にアセットを稼働

させる前に、バーチャル環境下であらかじめそれらアセットの性能を検証し改善策をとることが

できます。設備、インフラ、バリューネットワーク、対象となる地域といった異なる要素のバー

チャルツイン・エクスペリエンスを、例えば、気象や環境に関するデータを最適化するソリュー

ションと組み合わせると、次のようなことが可能となります。 

 

• システム・エンジニアリング、製造、オペレーションの各チーム間の連携や、チームをまた

いだナレッジの共有を促進  

• アセット、作業人員、作業プロセスを組み合わせて運用する上での意思決定が、より素早く

安全で持続可能性をふまえたものに 

• エンジニアリングからメンテナンスに至るまでの各フェーズに、産業規制や環境規制を遵守

するための検討事項を統合 

 

今後数カ月にかけて、ダッソー・システムズと IBMは、両社が共同で提供する製品の詳細を詰め

るべく共に取り組んでいきます。両社はまず、配水、エネルギー配給およびエネルギー輸送プロ

ジェクトのオーナーや事業者、風力発電事業者、空港、データセンター向け IT インフラプロジ

ェクトに注力する予定です。 

 

エネルギー市場や民間インフラ市場において、両社の協業のメリットを活かせる例として、以下

が挙げられます。 

 

• データセンターの稼働時、コンピュータ、ストレージ、ネットワークといったリソースを最

も効率的に運用できるようなアクションを自動化し、世界全体でのカーボンフットプリント

の計算と最適化を実現 

• アセットの状態とメンテナンスに関する情報を、世界各地の気象状況ならびに気象予報デー

タと連動させて活用することで、空港の運営を強化 

• 最適化とシミュレーションの機能を組み合わせて活用することで、風力発電所における実際

のアセットの設営を改善 

• 送電や上下水道を含む公共事業の運営や改善を最適化  



 

IBMの Chair & General Manger, EMEAである Ana Paula de Jesus Assis氏は、次のように述べ

ています。「長期にわたる IBMとダッソー・システムズのパートナーシップの活性化には、今ほ

ど良い時期はありません。サステナビリティの課題を解決するには、ビジネスパートナー全体が

最新のエコシステムで連携する必要があるからです。現実のデータでバーチャルツインを強化す

ることで、特にアセット・インテンシブ産業では、企業が業務効率を改善して環境への影響を削

減できるようなになると確信しています。IBM の歴史を通して、当社は世界をより良い場所にす

るために率先して努力を続けてきました。そして、2030 年までにネットゼロを達成させるとい

う意志が、当社の取り組みを確かなものにしています。当社は、エコシステムのパートナー企業

と協力して、サステナビリティ関連のソフトウェアとコンサルティング・サービスを盛り込んだ

包括的かつ差別化されたポートフォリオを開発しています」  

 

ダッソー・システムズのインダストリー、マーケティング＆サステナビリティ担当エグゼクティ

ブ・バイスプレジデントであるフローレンス・ベルゼレンは、次のように述べています。「IBM

は長期にわたるダッソー・システムズの貴重なパートナーであり、私たちは各業界の持続可能な

変革を推進していくという IBMの強い意志を共有しています。この次へのステップは、今日のエ

ネルギー危機の状況において早急に対処しなければならない業界でお客様の環境フットプリント

の削減を支援することを目的としています。IBM のサステナビリティ関連のソフトウェアと専門

知識を、当社の 3DEXPERIENCEプラットフォームならびにサステナビリティ関連ポートフォリ

オとバーチャルツイン・エクスペリエンスに統合することで、ネットゼロ目標の達成と循環経済

の推進におけるシステムの課題に取り組む際に、今までにない手法を提供できるようになります」  

 

詳細はこちら： 

ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCEプラットフォーム、3D設計ソフトウェア、3Dデ

ジタル・モックアップ、そしてプロダクト・ライフサイクル・マネジメント (PLM) ソリュ

ーション 

https://www.3ds.com/ja  

 

ダッソー・システムズとつながるソーシャル･アカウント 

Twitter Facebook LinkedIn YouTube 

 

（以上） 

 

IBMについて  

IBM は、世界をリードするハイブリッドクラウドと AI、およびコンサルティング・サービスを提供しています。  

世界 175 カ国以上のお客様の、データからの洞察の活用、ビジネス・プロセス効率化、コスト削減、そして業界

における競争力向上を支援しています。  金融サービス、通信、ヘルスケアなどの重要な社会インフラ領域にお

ける 4,000 以上の政府機関や企業が、IBM のハイブリッドクラウド・プラットフォームと Red Hat OpenShift に

よって、迅速に、効率良く、かつセキュアにデジタル変革を推進しています。  IBMは、AI、量子コンピューティ

ング、業界別のクラウド・ソリューションおよびビジネス・サービスなどの画期的なイノベーションを通じて、

オープンで柔軟な選択肢をお客様に提供します。これらはすべて、信頼性、透明性、責任、包括性、ならびにサ

ービスに対する IBMのコミットメントに裏付けられています。  詳細は、www.ibm.comをご覧ください。 

 
ダッソー・システムズについて 

ダッソー・システムズは 3DEXPERIENCE カンパニーとして、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可

能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用する 3D のバーチャル コラボレーション環境を提供して

います。当社のお客様は、患者、市民あるいは消費者のために世界の持続可能性を高めるべく、

3DEXPERIENCE プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界のバーチャルツイン・エクスペリエン

スを生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。ダッソー・システムズ・グループ

https://www.3ds.com/ja
https://twitter.com/3dsjapan
https://www.facebook.com/DassaultSystemesNippon
https://jp.linkedin.com/company/dassaultsystemes
https://www.youtube.com/user/3DSJapan
http://www.ibm.com/


は 140 カ国以上、あらゆる規模、業種の 30 万社以上のお客様に価値を提供します。 より詳細な情報はホームペ

ージ、 https://www.3ds.com/ja（日本語）、 https://www.3ds.com（英語）をご参照ください。 

 

3DEXPERIENCE、Compass アイコン、3DS ロゴ、CATIA、BIOVIA、GEOVIA、SOLIDWORKS、3DVIA、

ENOVIA、NETVIBES、MEDIDATA、CENTRIC PLM、3DEXCITE、SIMULIA、DELMIA および IFWE は、アメリ

カ合衆国、またはその他の国における、ダッソー・システムズ(ヴェルサイユ商業登記所に登記番号 B 322 306 

440 で登録された、フランスにおける欧州会社)またはその子会社の登録商標または商標です。 
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